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７月25日から31日にかけて、国立研

究開発法人科学技術振興機構が主

催する日本・アジア青少年サイエンス

交 流 事 業「さくらサイエンスプラン

（※）」の一環として、清華大学（中

国）の大学院生、学部生、教員10人

が、本学不動産学部の研修に参加し

た。同大学の研修参加は昨年10月に

引き続き、今年で２回目となる。

今回は「都市と技術～環境に配慮

した持続可能なまちづくり」をテーマ

に、周藤利一不動産学部教授の講

義や、学外での学習として国土交通

省都市局や不動産関連企業で講義

の受講、研究施設やまちづくりの事例

などの見学を実施した。滞在中は周

藤教授と大学院不動産学研究科博

士後期課程３年の麻剣英さんが案

内役を務め、講義のほかにも本学教

員や在学生との交流会を実施。清華

大学の学生は今回の研修について、

「丁寧なおもてなしをいただき感謝し

清華大学と交流深める

昼食会にて両大学の交流を記念した集合写真

ている。この研修を通じて、学生同

士、さらには両大学の交流をより深め

ていきたい」と話し、お互いにとって有

意義な時間を共有することができた。

さくら
サイエンスプラン

※さくらサイエンスプラン：産学官
の緊密な連携により、未来を担うア
ジアと日本の青少年が科学技術の分
野で交流を深め、日本の大学・研究
機関や企業が必要とする海外からの
優秀な人材の育成を進めることで、
アジアと日本の科学技術の発展に貢
献することを目的とする事業。
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世界４カ国・８大学で最新の歯科事情を学ぶ2 0 1 6 年 度
歯学部海外研修

歯学部では、国際未来社会で活躍

し得る歯科医師を育成するため、海

外協定校との相互交流に力を入れて

いる。なかでも、交換研修プログラム

は大きな特色のひとつ。本学の学生

を海外の大学に派遣し、現地の教員

や学生たちとの交流を通じて諸外国

の歯科医療の現場に触れることがで

きる海外研修制度を設け、さらに、海

外協定校からも研修生を積極的に受

け入れることで、継続的かつ相互的

な交流を図っている。ここでは、８月

に海外協定校で行われた奨学海外研

修の様子を紹介する。

奨学海外研修は、成績優秀な学生

を費用全額大学負担で海外研修に派

遣する制度で、今年度は34人の学生

が参加した。アメリカ（UCLA、アラ

バマ大学バーミングハム校、テキサ

ス大学サンアントニオ校、タフツ大

学）、フィンランド（トゥルク大学）、

中国（北京大学口腔医学院、第四軍医

た内容となった。参加した学生から

は、「日本と外国の治療方法、医療保

険のあり方や文化の違いなどを肌で

感じることができた」「ホスト学生が

在学中から患者さんの問診や治療を

行っている姿をみて刺激を受けた」

「同じ志を持つ仲間と出会えたこと

は、歯科医師をめざす上で大きな財

産となった」といった感想が聞かれ、

実り多い研修となった。

大学口腔医学院）、メキシコ（メキシ

コ州立自治大学）など、各国を代表す

る大学での約10日間の研修により、

最新の歯科医師養成のシステムや歯

科事情など、日進月歩の歯科医学の

現状を学んだ。研修プログラムは病

院内での診療見学やホスト学生の診

療介補、学内見学、レクリエーション

など多岐にわたり、また、学生間の交

流も積極的に行われるなど、充実し

UCLAでの研修に参加した学生たち
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７月４日、「明海大学と東京都立高

等学校との中国語教育に関する意見

交換会」が浦安キャンパスで行われ、

中国語科目を開設している都立高等

学校10校の学校長と教諭13人が出席

した。

初めに、安井利一学長、大津由紀雄

副学長・外国語学部長による挨拶が

あり、その後、遊佐昇外国語学部中国

語学科主任が中国語学科の紹介とし

て、豊富な授業数による学習サポー

トや少人数教育による高い就職率な

どの特徴を話した。

引き続いて、留学および就職にお

●坂戸キャンパス「第46回 けやき祭」
日　程：10月8日（土）・9日（日）
テーマ：「やる気　元気　けやき」
内　容：模擬店、軽音ライブ、お笑いライブ、

ビンゴ大会など

●浦安キャンパス「第29回 明海祭」
日　程：11月4日（金）～6日（日）
テーマ：「Chance!」
内　容：模 擬 店 、音 楽 ラ イ ブ 、お 笑 い ラ イ ブ 、

トークショー、フリーマーケットなど

学園祭開催のお知らせ

詳細は　　　　　　　　           　 で検索明海大学　学園祭

ける教育成果紹介が行われ、同学科

の小川唯講師の進行のもと、2015年

１月から１年間、中国の北京師範大

学に留学した笹山惠利加さん（４年）

が自身の体験や留学で得られた知識

について紹介した。就職における教

育成果紹介では、沖電気工業株式会

社で法人海外営業を担当している川

島信一さん（2000年卒業）と中国国際

航空でグランドスタッフを務める芝

智史さん（2015年卒業）が大学の学び

が現在の仕事に活かされていること

などについて話した。学生や卒業生

からの生の声に、出席者たちは熱心

に耳を傾けていた。また、その後には

授業における教育成果紹介として、

同学科の神崎龍志准教授による通訳

演習の模擬授業が行われた。模擬授

業では、３人の在学生が参加し、報道

通訳をテーマに神崎准教授が読み上

げる中国語のニュースを日本語に、

日本語のニュースを中国語に同時通

訳する様子を披露した。

最後に行われた意見交換会では、

本学教員と出席者たちがテーブルを

囲みながら、それぞれの視点におけ

る中国語教育に関するさまざまな意

見が交わされるなど活況を呈した。

中国語教育に関する意見交換会

通訳演習の様子

高大連携
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うらやすこども大学

今回の対象は中学生で、「赤ちゃん

から学ぶ英語学習法―英語が苦手な

君に科学からのヒントを」がテーマ

となった。外国語学部英米語学科の

大津由紀雄教授（副学長）が代表者と

なり、同学科の嶋田珠巳准教授、瀧田

健介准教授、Keiko Nakamura准教授

とともに実施された。

開講式終了後、大津教授による講

義「赤ちゃんの母語獲得の秘密」や嶋

田准教授、瀧田准教授、Nakamura准

教授による講義が行われた。続いて

行われた受講者によるグループワー

クでは、母語獲得と外国語学習の違

いや効果的な英語学習法について参

加者同士で熱心に話し合う様子が見

８月19日、浦安市教育委員会が主

催する「うらやすこども大学」の本学

での講義が浦安キャンパスで行われ

た。これは、市内在住の小学校4・5年

生を対象に、未来の浦安を担う子ど

もたちを育成するため、市と市内の

大学が連携しながら、子どもたちに

日常とは異なった専門性の高い活動

やトップレベルの知識・技術をわか

りやすく提供することを目的として

行われている。

本学では、「異文化の不思議　中

国のことばや文化を知ろう」をテーマ

に、外国語学部中国語学科の遊佐

昇教授と小川唯講師による講義が

行われた。講義では、初めて中国語

に触れる子どもたちが楽しめるよう、中

国語の単語の意味を漢字の表記や

発音をヒントに考えるグループ対抗ゲ

ームが行われ、他のグループに負け

ないよう、グループごとに相談しながら

一生懸命に考える様子が見られた。

参加者からは「ゲームで楽しく中

国語を学ぶことができた」「中国語は

難しかったが、漢字を使うので親し

みやすくて楽しかった」などの感想

が聞かれた。

られ、その後の発表では参加者から

さまざまな考え方や意見が出され

た。

最後に行われた修了式では、大津

教授から参加者に未来博士号が授与

され、参加者からは「外国語学習の大

切さと赤ちゃんが母語を習得する方

法を詳しく知ることができて勉強に

なった」「グループワークで他の人の

いろいろな意見を聞けて良かった。

今回学んだことを今後の英語学習に

活かしたい」など、今回のプログラム

についての感想や英語学習について

の今後の決意が述べられ満足度が高

いプログラムとなった。

ひらめき☆ときめきサイエンス
７月30日、本学主催で「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室

へ～」（後援：独立行政法人日本学術振興会）が浦安キャンパスMLC（Meikai Learn-

ing Commons）で開催された。これは、科学研究費助成事業の一環として、最先端

の研究成果について、小・中・高校生が直に見る・聞く・触れることにより、科学

の面白さを感じてもらうことを目的としている。

グループワークの様子

ゲームで楽しく中国語を学ぶ子どもたち
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によるガイドが大変参

考になった」「入学後の

一人暮らしの様子が伝

わってきたので参加し

た甲斐があった」との

感想が寄せられた。ま

た、今年度からスター

トした『高校１、２年生

のための学部選択ガイ

ド』では、まだ進路選択

が定まっていない高校生を対象に、

学部を選ぶ際のポイントを解説。多

くの高校生が参加し、大変好評だっ

た。

浦安キャンパスでは、７月17日、30

日、８月６日、20日、９月11日に外国

語、経済、不動産、ホスピタリティ・

ツーリズム学部志望者を対象とした

オープンキャンパスを開催。多くの

高校生、保護者が来場し、キャンパス

は活気に包まれた。８月の特別プロ

グラムとして毎年人気を博している

『大学周辺バスツアー』では、「在学生

坂戸キャンパスでは、７月17日、８

月21日にオープンキャンパスが開催

され、歯学部を志望する高校生や保護

者が多く参加した。今回は『歯学部１

日体験』をテーマに、学食体験（無料）、

在学生による口腔衛生の体験学習、模

型の歯を実際に削ることができる３

Dシミュレーション演

習、キャンパスツアー

など、ここでしか体験

できないプログラムが

実施された。また、AO

入試対策講座や模擬授

業では熱心にメモを取

る様子が見られ、参加

者の受験に対する意欲

の高さが窺えた。

2016年度オープンキャンパス開催
浦安キャンパス
好評の特別プログラム

坂戸キャンパス
テーマ「歯学部１日体験」

人気プログラムの大学周辺バスツアー（浦安キャンパス）

口腔衛生を体験する来場者（坂戸キャンパス）

７月から８月にかけて、外国語学

部中国語学科とホスピタリティ・ツ

ーリズム学部（以下、HT学部）のワ

ンデイセミナーが浦安キャンパスに

おいて開催された。オープンキャン

パスとは異なり少人数定員制のた

め、教員や在学

生とコミュニケ

ーションがしっ

かりとれること

も 魅 力 の ひ と

つ。

中国語学科の

セミナーはオー

プンキャンパス

と同日に開催さ

れ、中国語に興

味を持った来場

OneDayセミナーOneDayセミナー 参加型プログラムを通じて各学部の魅力を体験！
者が飛び入りで参加するなど、盛り

上がりをみせた。また、HT学部のセ

ミナーでは、2017年度から新設され

るグローバル・マネジメント メジ

ャーを対象としたプログラムが実施

され、同メジャーの特色でもある英

語のみでの体験授業が行われた。参

加した高校生からは「在学生からキ

ャンパスライフや留学の体験談を聞

くことができて参考になった」「英語

が大好きなので、英語のみの授業形

式にとても興味がある」「AO入試ま

でにもっと英語力を磨きTOEFLの

スコアを伸ばしたい」などの感想が

寄せられた。英語での体験授業（HT学部）
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サマーキャンプ
９月13日と14日の２日間、千葉県

鴨川市で浦安キャンパス学友会サマ

ーキャンプが実施された。

これは日本人学生、外国人留学生、

教職員らが意見交換を通じて交流を

深めるとともに、明海大学をより良

い大学に発展させることを目的に毎

年実施されているもので、学生・教

職員ら約200人が参加した。今年は

「挑戦と成長」をメインテーマに、１

日目に分科会、２日目に報告会が行

われた。

分科会では、「明海大学の新しい

魅力を発見する」「教員と学生の交

流を深めるには」「課外活動の活性

化に向けて」「学部間の交流を深め

るには」の４つのテーマを設定し

て、少人数のグループに分かれて意

見交換が行われた。どのグループも

初めこそ緊張した様子が見られた

ものの、次第に打ち解け

活発な議論が交わされ

た。

２日目の報告会では各

テーマごとに発表がなさ

れ、明海大学をさらに発展

させるためには、充実した

カリキュラムや施設・設

備など大学の魅力を再認

識し活用すること、学生主

体のコミュニティをつく

り課外活動を強化するこ

とが重要であるという意

見が多く挙がった。

参加した学生からは、

「普段交流の少ない外国人

留学生や他学科の学生と

新たな繋がりを持つこと

ができた」「自分の意見を

伝える貴重な機会だった」

「有意義な意見交換の場と

なった」といった感想が聞

かれ、どの学生も充実した

２日間を過ごした様子が

窺えた。

在学生・教職員合同で活発な議論

活発な議論が交わされた分科会
大学活性化にむけて
グループワーク
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明海スポーツ 勝負の秋、始まる！
体育会公式ホームページ　http://meikai-sports.jp

470級ジュニア世界選手権
3年連続出場！

体育会ヨット部

ハードワーク。チームとしてやらな

ければいけないことを徹底し、攻守

において一人ひとりがハードワー

クする試合を表現したい。秋期リー

グは７戦全勝し、今年こそは創部以

来の悲願である関東大学サッカー

リーグ２部昇格を実現したい」と意

気込みを見せた。

なお、秋期リーグの試合結果・試

合日程については下記の通り。

４月から７月にかけて行われた

千葉県大学サッカー１部春期リーグ

を５勝１分１敗の首位で折り返し、

９月からスタートした秋期リーグで

も勢いに乗り全勝を続けている。年

間優勝に向けて期待がかかるなか、

八津川義廣監督は「今年のテーマは

出場した花本・仁杉ペアが５位入賞

し、総合順位で２位という好成績を

収めた。

力を発揮し、見事１位に輝いた。ま

た、スナイプ級に出場した花本菜美

（経済学科２年）・仁杉衣里（日本語

学科２年）ペアが5位入賞し、

総合順位で3位という結果と

なった。

さらに、９月17日から19日

にかけて神奈川県葉山沖で

開催された、第25回全日本学

生女子ヨット選手権大会で

は、470級に出場した林・木

村ペアが3位、スナイプ級に

2016年度470級ジュニア世界選手

権が６月20日から26日までドイツの

キールヨットクラブで開催され、林

優季（経済学科４年）・木村沙耶佳

（経済学科４年）ペアが日本代表とし

て出場した。同ペアは、一昨年のイ

タリア、昨年のギリシャで行われた

世界選手権にも出場しており、３年

連続出場の快挙となる。結果は30チ

ーム中14位と昨年の成績を上回る結

果を残し、健闘した。この結果につ

いて國府田由隆監督は、「目標として

いた８位入賞には届かず悔しいが、

国際大会に３年連続出場できたこと

は素晴らしいこと。大会を通して成

長が感じられた」と語った。

同ペアは、８月20日・21日に神奈

川県葉山沖で開催された、第83回関

東学生ヨット選手権大会女子レー

ス470級に出場。国際大会で磨いた実
【秋期リーグ　試合結果・試合日程】
第1節 9/4（日） VS 東京理科大学 8-0
第2節 9/11（日）VS 帝京平成大学 4-1
第3節 9/18（日）VS 東京情報大学 6-0
第4節 9/25（日）VS 江戸川大学 1-0
第5節 10/2（日）VS城西国際大学

13:50KO @明海大G
第6節 10/9（日）VS 国際武道大学

13:50KO @明海大G
第7節 10/16（日）VS 中央学院大学

13:50KO @中央学院大G

林・木村ペア

不動産学シンポジウム

2020年新たな住宅流通と価格形成
～「時間」は住宅の価値をどのように変えて行くのか？～

日　時 11月30日（水） 13：00～16：45
場　所 すまい・るホール（東京都文京区後楽１-４-10 住宅金融支援機構本店１F）
参加費 無料

＜基調講演＞
・『既存住宅流通・リフォーム促進等施策の方向性』

国土交通省住宅局住宅政策課長 和田康紀氏
・『これからの団地再生事業 ～「地域医療福祉拠点化」という新たな考え方～』

UR都市機構　東日本賃貸住宅本部ストック事業推進部長　間瀬昭一氏

申込方法 氏名、住所、電話番号をご記入のうえ、MAILまたはFAXでお申し込
みください。

［MAIL］m-sympo@meikai.ac.jp ［FAX］047-355-5280

詳細は大学公式HPをご覧ください。
http://www.meikai.ac.jp

千葉県大学サッカー1部
春期リーグを首位で折り返し

体育会サッカー部

体育会サッカー部
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浦安キャンパス 10：00～15：00　〈予約不要〉
外国語／経済／不動産／ホスピタリティ・ツーリズム学部

坂戸キャンパス 10：30～16：00 〈予約不要〉
歯学部

10月8日（土）、10月9日（日）

各日程の特別プログラム等は本学公式HPをご覧ください。

※けやき祭同時開催

http://www.meikai.ac.jp

Open Campus 2016Open Campus 2016

お問い合わせ／企画広報課　TEL 047-355-1101

お問い合わせ／歯学部入試事務室 TEL 049-279-2852

オープンキャンパス（入試相談会）
要予約 10月23日（日） 10：30～13：00

予約不要 11月5日（土）、6日（日）※明海祭同時開催 11：00～14：00

オープンキャンパス（入試対策講座）
要予約 11月12日（土） 13：30～14：45

大学と地域が一体となって祭りを盛り上げる
９月17日・18日、浦安キャンパス

や新浦安駅周辺などで「浦安フェス

ティバル2016」（主催：うらやす観光

推進協議会）が開催された。浦安フェ

スティバルは、茨城県つくばみらい

市や秋田県大潟村をはじめとする自

治体間相互応援協定都市や観光交流

都市の伝統文化などを浦安に集結さ

せた浦安最大規模の祭り。地域貢献

の一環として、キャンパスのエリア

開放と在学生ボランティアスタッフ

の参加というかたちで本学も協力し

た。

祭りは明海大学エリア、新浦安駅

前エリア、総合公園エリアの３つで

構成されており、明海大学エリアで

は、日本の伝統文化を体験できるジ

ャパンブース、全国各地の特産品の

展示販売ブースや観光ＰＲブースな

どが設置され、大人から子どもまで

幅広い世代の方々で賑った。また、ホ

スピタリティ・ツーリズム学部の学

生が企画・立案したクイズラリーも

好評で、３つの

エリアに設けら

れたチェックポ

イントを回り、

祭りを存分に楽

しむ参加者の姿

が見られた。

ボランティア

スタッフとして

参加した学生か

らは、「地域の方

をはじめ、各都市の出展者の方と一

緒になって祭りを盛り上げることが

でき、貴重な経験となった。今後もボ

ランティアやインターンシップな

ど、さまざまな活動に参加したい」と

いった声が聞かれた。

祭りを盛り上げた学生ボランティアスタッフ

10月2日（日）、11月13日（日）

2017年度入試日程
浦安キャンパス 外国語学部、経済学部、不動産学部、

ホスピタリティ・ツーリズム学部（HTM）

坂戸キャンパス　歯学部

詳細は必ず入学試験要項をご確認ください。資料請求は本学公式HPから。
http://www.meikai.ac.jp

■お問い合わせ 浦安キャンパス入試事務室 TEL 047-355-5116

■お問い合わせ 歯学部入試事務室 TEL 049-279-2852

ホスピタリティ・ツーリズム学部（GMM）
※HTM ： ホスピタリティ・ツーリズム メジャー

※GMM ： グローバル・マネジメント メジャー

浦　安
フェスティバル

入試区分 出願期間 試験日 合格発表日

AO入試
10月期 9/30（金）～10/13（木） 10/22（土）10/27（木）
11月期 10/31（月）～11/10（木） 11/20（日） 11/25（金）
12月期 11/21（月）～12/2（金） 12/10（土）12/15（木）

スポーツ・文化活動
特別入試

B日程 10/3（月）～10/7（金） 10/22（土）10/27（木）
C日程 11/18（金）～11/25（金） 12/10（土）12/15（木）

外国人留学生
特別入試

A方式 9/23（金）～10/5（水） 10/22（土）10/27（木）
B方式 11/9（水）～11/22（火） 12/10（土）12/15（木）

入試区分 出願期間 試験日 合格発表日

AO入試 11月期 10/31（月）～11/10（木） 1次 11/20（日） 11/25（金）
2次 12/3（土） 12/6（火）

外国人留学生
特別入試 11/9（水）～11/22（火） 1次 12/10（土）12/15（木）

2次 12/24（土）12/27（火）

入試区分 出願期間 試験日 合格発表日
AO入試 12月期 11/21（月）～11/30（水） 12/3（土） 12/8（木）


